
公共･産業

高度情報社会への移行に対する社会的ニーズと,円高

による厳しい経済情勢を反映して,公共システムの分野で

も,より高機能で,より経済性の高いシステムが求められるよ

うになってきた｡日立製作所は,こうした状況を的確に把握し

ながら,多様なニーズにこたえる新技術･新製品の開発を進

めている｡

上下水道関連システムの分野では,大形から小形に至

るまで,機能の充実といっそうのシステム化を図った｡そして,

画像認識による浄水フロック･下水微生物オンライン監視

法,回分式活性汚泥法,オキシデーションデイツチシステム

による下水処理法などの新基盤技術を確立した｡

交通システムの分野では,日本国有鉄道分割民営化な

ど未知の部分を残すものの,社会資本の充実に向けて新し

い鉄道の時代が始まろうとしている｡魅力的な2階建新幹線

電車,通勤形･近郊形の軽量ステンレス電車,新都市交通

機関としての大阪モノレール(千里中央～南茨木)などがそ

の一例である｡更に,ⅤⅤVFインバータ装置の開発によっ

て長年の夢であった誘導電動機による電車駆動を実現し

た｡今後の展開への期待も大きい｡

ビル施設の分野では,電力回生機能付き正弦波インバ

ータ制御高速エレベーター,マイクロコンピュータ制御油

圧エレベーター,CXシリーズエスカレーター,夜間余剰

電力を活用する水苔熟式ヒートポンプなどを製品化した｡い

ずれも新技術による省エネルギー製品である｡

自動車用機器の分野でも,マルチポイント燃料噴射装

置,バリアブルターボチャージャ,超音波燃料アトマイザと

学習機能付きマイクロコンピュータによる新しい高効率･燃

焼制御システムなどを実現し,省エネルギー･効率向上に

対するニーズにこたえた｡また,GPS衛星によるナビゲーショ

ンシステムの実現も明日への期待の大きい交通新技術で

ある｡

以上を横断するものとして,丈夫な分散形コンピュータシ

ステムの構築を可能にした自律分散形システム(上下水監

視,鉄道トータルシステム),知識工学の応用(上下水監

視,鉄道用ダイヤグラム作成),画像認識(上下水監視,

自動車ナンバー読取り),人間的な多次元の判断に基づく

制御を行うFUZZY制御(電車自動運転,クレーン制御),

インバータによる誘導電動機駆動(電車,エレベーター),

スクロール圧縮機による省エネルギー形空調(車両用ゼ

ル用パッケージ形エアーコンディショナー)などの新技術が

あり,実用化に向かって着実な成長を遂げている｡

一般製造業の分野では,マイクロエレクトロニクスを駆使

した高性能･高機能機器や知識工学を応用した制御シス

テムの開発が,一段と強力に進められた｡円高基調下の合

理化努力にこたえるもので,この傾向は,今後ますます強まる

であろう｡

鉄鋼関係では,プラント診断に対する知識工学の応用

や自律分散制御の実用化が求められ,ソフトウェア,ハー

ドウェアの両面にわたって,これにこたえる技術の開発を行

つた｡また,中山製鋼株式会社に納めた5,000kW可変速
ドライブシステムをはじめ,画期的な交流可変速制御システ

ムの開発に成功し,高精度の制御を可能にした｡更に,連

続スラブ幅プレスの開発など,連続鋳造スラブの歩留まり

向上に役立つ技術の開発も行った｡

FAの分野では,多品種少量生産の要求にこたえて,

PA(Process Automation)などをも統合したトータルFA

システムを開発した｡従来あまり手をつけられていなかった化

成品バッチプロセスの一貫生産ラインに適用するなど,比

較的小規模なプラントにも導入可能なシステムである｡

マイクロエレクトロニクスの応用機器では,分散形計装

制御システム(EXシリーズ,HIACSシリーズ),シーケンス

コントローラシステム(HIZAC-Hシリーズ,HISECO4-M

シリーズ),画像認識処理装置(HIDIC-IPシリーズ)などを

開発し,シリーズの強化を行った｡

このほか,レーザ光を用いて細胞内に遺伝子を注入する

マイクロインジュクタやイオンビーム加工装置といったユニ

ークな製品の開発も行った｡前者はバイオテクノロジーの

推進,後者は新素材の合成や超微細加工の推進に不可

欠な装置である｡

計測･分析機器では,特定分野向けに専用機化したも

のの開発を行った｡バイオテクノロジー分野向けのアミノ酸

分析計新素材分野向けの超高分解能走査形電子顕微

鏡などがそれである｡これらは,研究開発用に限らず,試験

検査や工程管理･品質管理など生産活動に直結する分野

へと用途が拡大しており,高精度,高分解能はもとより,容易

な振作性とメンテナンスフリーによる高スループットが重視さ

れるようになった｡また各種ガスクロマトグラフ,分光分析計

といったはん(汎)用分析計の開発ももちろん継続しており,

データ処理のほか試料の前処理についても自動化を進め

ている｡

医用機器では,磁気共鳴,Ⅹ線,超音波による各種画像

診断装置を製作し,高度な画像処理技術によって医学･医

療の発展に貢献している｡
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画像認 による浄水フロック,下水微生物監視システム

従来,目視に依存していた浄水プロセスでのプロッタ(;軽

集粒子)のオンライン監視と下水プロセスでの微生物群の

認識,計数か可能なシステムを開発した｡

浄水場のフロック形成状況把握及び下水処理場活性汚

泥が含む微生物の種類と数の把握は,従来,監視員が水

中カメラや顕微鏡で目視観察していたため,定量的･即

時的計測が不十分であった｡

今回開発した監視システムは,浄水場のフロック及び

下水処理場の微生物を,オンラインで定量的に計測する

システムである｡水中カメラと高速画像認識装置(HIDIC-

IP)で構成し,フロック粒径と分布認識技術,微生物の繁

殖状態認識技術を開発して完成させた｡

(1)浄水フロック監視システム

フロック形成池に設置した水中カメラからのフロック

画像を二倍化処理し,粒径分布や体積濃度分布などを演

算,フロックの定量的なオンライン監視を可能にした｡

本システムは,実プラントで約1年間の実証テストを行

いその性能を確認している｡なお,本システムは久留米

広域上水道企業団と日立製作所の共同研究で開発したも

のである｡

(2)下水微生物認識システム

下水微生物群の顕微鏡画像から活性汚泥の指標生物で

ある凝集性徴生物と糸状性徴生物を認識,計数するシス

テムである｡なお,本システムは京都大学工学部平岡研

究室と日立製作所の共同研究で開発したものである｡

画像処理装置
(HtDIC-1P/20)

中継盤

｢-
革

･･､悌才､ ヾ

脚‾1
`∫

l
-l
i鷲

水中カメラ

浄水場フロック監視システムの構成

(a)原画像 (b)二億化画像

フロック画像の二値化と粒径(体積濃度)分布

凝集性徴生物と糸状性

徴生物の認識

(a)原画像(顕微鏡画像)

(b)認識結果

凱表写

匂.2令

¢,15

¢.1匂

8.¢5

申.8

▼▼■_ヽ ▼1■■･-
′ L ノ

L(】G(D)己l.ヰ古

1 2 ヨ ヰ 5

FL()C SIZE(粥川〉

､､宗ミき恕-く′･∴FL耽$ほEロ柑TR柑UT川村∴"′
-､_茨汲首･く

∧

(C)粒径(体積濃度)分布

(a) (b)

35



上下水道監視制 システム"AQUAMAX-1000”

高信頼性,自動化率,マンマシン性,拡張性の向上を追

求したシステムとして,自律分散を基本としたコンパクト

な監視制御システムを完成した｡

都市機能を維持する上下水道では,運転安全性(無停

止)の確保と経済性が重要である｡最近は,中小規模の浄

水場,下水処理場の運転安全性と経済運用のための監視

制御システムが望まれている｡

AQUAMAX-1000は,中小規模施設を対象とした監視

制御システムであり,計装,電気制御,監視操作,記録

を一体化したコンパクトな構成を特徴として,運転合理

化と自動化率の拡大,保守性を追究したシステムである｡

主な特長は,

(1)監視,制御,伝送機能を分離した自律分散システム

を採用し,主要部を二重化(現用,待機)することでシス

テム信頼性を向上させた｡

(2)現用待機系構成として待機系でプログラム開発を行

うこととして,施設無停止で改造増設に対処できる｡

(3)CRTに監視操作機能を持たせ,計装,電気制御,水

の状態をCRTに集中表示して運用の合理化を図った｡ま

たCRT画面メニュー方式として,豊富な画面をそろえ,

監視の質と探さを向上させた｡

(4)CRTを中核とするオペレータコンソールを一体構造

として,操作性と省スペース化を図った｡

q‾‾‾一遍iふ ‾‾‾ ､姐芦払や′

､､､ヽ㌔蕉繁､芦,一九,柔j≡婆や-や

上下水道監視制御システム■`A()〕AMAX-1000”

オペレークコンソールディスク

東京都建 局清澄排水機場の完成

江東≡角地帯の水害防止のため,江東内部河川整備事業

の一環として,高潮時,降雨の内水排除を目的とした大形

排水ポンプ3台を設置した外郭ポンプ施設機場が完成した｡

清澄排水機場は,江東三角地帯西側地区の水害防止の

ため,高潮時の降雨による内部河川へ流入した水を隅田

川へ排水するためのもので,毎秒16m3の吐出し容量を持

つた口径2,600mmの立軸軸流ポンプ3台が設置された大

形排水機場である｡本機場の主な特徴は次のとおりである｡

(1)ポンプは,吸込ケーシング及び吐出しケーシングを

コンクリート構造とし,摩耗が予想される水中軸受など

のしゅう(摺)動部品は,この種の大形ポンプでは初めて

のポンプを全分解せずに部品交換ができる構造とした｡

(2)運転操作は,監視室からの一人制御方式で,水害対

策運転のほか,平常時には内部河川の水質浄化のため内

部河川内の水の循環運転が行えるシステムとした｡

(3)排水区域内の雨量,河川水位,各所防潮水門の状態

を監視するため,情報処理機能を待った集中遠方監視制

御システムを設置した｡これにより水理状況,気象デー

タなどをCRT画面に表示し,運転員が的確な判断ができ

る運転監視制御方式とした｡

本機場は昭和61年11月末日に設備引渡しを行い,東京

都の防災設備の一巽を担って稼動している｡

++も′
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口径2′600mm主ポンプ設備
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近畿日本鉄道株式会社東大阪線納め自律分散形鉄道トータルシステム

昭和61年10月に開業した近畿日本鉄道株式会社東大阪線

のトータルシステムは,中央駅,車庫,変電所に制御装置

を設置し,自律分散構成としたシステムである｡

奈良と大阪を結ぶ第二の幹線として,近畿日本鉄道株

式会社東大阪線が昭和61年10月に開業し,順調に稼動し

ている｡この東大阪線の列車の動きを管理しているトー

タルシステムは,最新の技術である光伝送及びマイクロ

コンピュータを採用した自律分散制御方式で,運行と電

力管理を主体とした機能を果たしている｡

このシステムの特徴は,制御対象である5駅と1車庫

(運行管理)及び5変電所と4電気室(電力管理)各々に分

散設置したマイクロコンピュータ主体の制御装置に自律

的な機能を装備させることによって,丈夫な分散形シス

テムを構築したことにある｡

またこのシステムのもう一つの特徴は,マンマシン性

能の向上を図ったことである｡

運行表示,電力系統表示を我が国で初めてCRTで行っ

たほか指令卓は運行,電力,設備管理と信号･通信を一

体形の卓に集約し,中央指令室の大幅な省スペース化を

達成した｡また中央指令卓,全駅の操作卓に組み込んだ

CRTには,グラフィカルな表示を多くし,扱う人の視認

性の向上を図った｡
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中央指令室 遠方監視用表示盤をなくし,ディスプレイの画

面上で監視するシンプルな構成となっている｡

新幹線100系2階建車両及び軽量ステンレス電車

東海道･山陽新幹線電車のモデルチェンジ車である2階

建特別華,及び新しい構造の軽量ステンレス構体を採用し

た在来線211系及び415系電車を製作,納入した｡

日本国有鉄道では,東海道･山陽新幹線電車のモデル

チェンジ車である100系新幹線電車の量産車12両4編成

を16両編成化するための,中間車16両を製作した｡日立

製作所では,このうち2階建特別車1両を製作納入した｡

この特別車は展望を良くするため,490mm車高を高くし,

かつ車体中央部の床下面をレール面上200mmまでに下

げ,車両限界を最大に利用した構造とした｡また乗り心

地の確保と安定性の向上のため,車体下部に厚鋼板を使

用するとともに,屋根板にはど-ド加工外板の採用や,

セパレート空調などによって低重心化を図った｡

一方,在来線電車では,山手線205系電車に引き続いて,

東海道線及び高崎線向け211系電車及び常磐線向け415系

電車が製作され,このうち日立製作所では,211系電車25

両,415系電車28両を製作納入した｡これらの車両は,日

立の問発した立体継手方式による骨組構造やど-ド加工

外板を使用した新方式軽量ステンレス構体を採用してい

る｡このほかにも軽量ボルスタレス台車などの採用によ

って大幅な軽量化を図り,MT比を改善することでイニシ

ャルコストとランニングコストを低減した｡
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(上)新幹線100系2階建特別車

(下)Zll系近郊形電車
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最近のVVVFインバータ制御装

4,500V,2,00ロAの6下田サイリスタ及び16ヒットマイ

クロプロセッサを応用した高精度･高機能のBCl瀾OV

電車馬匡動用∨∨VFインノトタ制御装置か稼動を始めた｡

直流1,500V電卓用として,4,500V,2,000AのGTO(ゲ

ートターンオフ)サイリスタを用いたⅤⅤVFインバータ制

御装置が相次いで納入され,営業運転で稼動を始めた｡

このⅤⅤVFインバータ制御装置は,4,500V高耐圧GTO

サイリスタにより装置を小形･軽量化したほか,16ビッ

トマイクロプロセッサによる全ディジタル制御方式の採

剛二より,定速走行,空転滑走再粘着制御,後退起動な

どの制御を高精度に実現できた｡

また,適切なシールドや配線の処理により,保守性を

犠牲にすることなく,信号機器へのノイズを低減して誘

導障害の防止を図っている｡

本インバータ装置には,運転中の動作状態を記録して

表示できるディスプレイ付きモニタ装置を備えている｡

このモニタ装置により,運転中の保護動作データなどを

収集し再現できるばかりでなく,空ノッチ状態でゲート

制御装置の制御シーケンスを点検確認することができる｡

インバータ装置の外観

4,500V,2,000AGTOサイリスタ採用の結果,

従来装置に対して65%(当社比)に小形化した｡

メカトロニクス化した高機能油圧ショベルシリーズ

メカトロニクス技術の採矧=より,大作業邑低燃費,

低騒音を実現した重量約柑-+22七のはん(汎)用油圧ショベ

ル4機種の新シリーズを完成した｡

建設機械のトップ製品に成長した油圧ショベルは,土

木工事の都市形化などにより,更にその高機能化を強く

求められている｡日立建機株式会社でははん刷由庄ショ

ベルにマイクロコンピュータなどのエレクトロニクスを

導入し,洗練された油圧技術とのドッキングにより性能

の一新を図るとといニ,外観も新感覚のヨーロピアンス

タイルに統一したEXlOO,EX120,EX200,EX220の新

シリーズを開発した｡その特長は,

(1)電子化によるエンジン,ポンプ同時制御

掘削現場などの作業状態に対応して,作業量重視,燃

費･低騒音重視,徴操作性重視の各運転モードの選択が

でき,高能力に加えて優れた施工経済性を実現した｡

(2)国際仕様化

運転席周り,レバー類の寸法,視界などはもとより,

安全性,整備性などの点で世界各国のニーズ,法規制,

ISO規格などを十分にカバーし,性能,仕様とも世界1級

水準をリードする機械とした｡

(3)軽快で高度の運転フィーリングを持つ新操作システム

新開発のパイロット弁を使用し,高い操作精度を持ち

ながら軽く安全で疲れの少ない操作系を実現した｡

メカトロニクス技術を採用した大作業量,低燃費,低騒音化を

実現したはん用油圧ショベルシリーズ
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インテリジェント向きビル総合管理システム

インテリジェントビルのオフィス環境の向上†省エネル

ギー,省力化を目的として,電九 空調,防災を総合哲理

する総合管理システムを東京生命芝ビルに納入した｡

本システムは,電力,熱源及び冷暖房など,ビル施設

の監視,制御を行う計算機制御システムである｡計算機

システムは,日立制御用計算機(HIDIC-V90/25)2台系

の機能分散,マルチドロップ伝送によるリモートステー

ション16台,監視CRT2台及びタイプライタから構成し,

ビルの地下3階の中央監視室に設置され,約3,200点の管

理点数を処理している｡

主な機能と特徴は次のとおりである｡

(1)電力制御は,ノJ率制御のほか,デマンド監視は2段

階負荷制御を採用した｡すなわち,第1段では新規負荷

投入の抑止,第2段ではあらかじめ登録した負荷を遮断

するものとし,きめ細かいデマンド制御と遮断範囲を極

限した｡

(2)冷暖房(空調)の室温設定を日射量にスライドさせ,

熱エネルギーの省エネルギー化を図った｡

(3)蓄熱槽制御は,前日実績消費熱量を予測値として,

夜間蓄熱するととい二,冷凍機,熱交換器の運転開始時

刻の最適化を図り,無効熱量の最小化を図った｡

(4)計算機制御システムは,2台系(ロードシェア)方式

とし,システムの高信頼性を確保した｡

(5)4,000字のカラーCRT,ライトペン,ハードコピーを

使用し,マンマシンの改善を図った｡

ニや三ン
Jキーl

▲■ま

入

汝､遷綴
t′二‡,--1観'ノニ''

東京生命芝ビル納のピル総合管理システム

新ビル管理システム"BUルMAX-M”

｢フレキシフルで話せる+ピル管理システムとして,中規

模ピル向けの新BUILMAX-Mを開発した｡

新BUILMAX-Mは,｢ビルのインタフェース,人との

インタフェース+を基本理念に,ビルのインテリジェント

化や省力化･省エネルギー化に対応したシステムである｡

CRT表示やプリンタ記録はすべて日本語処理とすると

ともにメッセージに音声合成案内を採用するなど,マン

マシン機能を充実した｡

更に,制御･監視･記録などのエディション(編集)機

能を拡充させ,システムの構築や運用もいっそうフレキ

シブルにした｡

また,信頼性の面では,CPUメモリ内のデータを自動

収集するRAS(ReliabilityAvailabilitySeⅣicebility)機

能の充実を図り,意匠面ではデスクトップ形中央監視装

置を標準形に加え,ワークステーションイメージをもた

せると共に省スペース化とした｡

■■■■■

｢フレキシブルで話せる+ビル管理システム"BUILMAX-M''の中

央監視装置
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正弦波インバータ制御高速エレベーター

電力回生機能を持ち,入出力の電圧電流を正弦波状に制

制する新しいインノトタ技術と低騒音･高効率歯車減速機

を組み合わせたクリーンで高効率のエレベーターを開発し

た｡

速度120～240m/minの高速エレベーターの市場は,高

階床で比較的大規模なビルが主体となるため,エレベー

ターに要求される性能も高度である｡今回,これらのニ

ーズにこたえたインバータ制御高速エレベーターを開発

した｡(関連論文:日立評論 第68巻 第6号)

主な特長は次のとおりである｡

(1)主回路構成は4象限制限(正転,逆転,力行,凹生)

が容易に行える電流形インバータとし,回路の簡素化と

信頼性の向上を図った｡

(2)トランジスタのパルス幅変調回路には,高精度のワ

ンチップマイクロコンピュータを使用し,入出力の電圧･

電流波形を正弦波化した｡その結果,電源電流高調波成

分を5%以下(基本波対比)に,巻上機の騒音を75dB(A)

以下(240m/min走行時)にできた｡

(3)巻上機には高効率一段減速平行軸歯車減速機を使用

し,ギャレスと同等の性能を確保して,小形･軽量化,

低慣性化を図った(巻上機重量:ギャレス対比-40%,)｡

(4)以上の効果と軽量かご構造の開発,電源力率``1''

制御により,従来の日立ギャレスエレベーター対比で,

省電力ー10%,電源設備容量-30%を実現できた｡

リアクトル

CT

コンバータ

パルス幅
変額回路

パルス幅
変萌回路

インバータ

三相電源

(∃;吉二三言イクロ)
｢

--‾‾‾‾

書匪璽
速度指令
回 路

(吾;さ三三タ)(従マイク

lM 減速機

RE

(∃;吉三三言仰)

速度制御
回 路

___⊥
ンビュータ)

かご

つり合い
おもり

注:略語説明

IM(誘導電動機)

RE(ロータリエンコーダ)

CT(電流変成器)

正弦波インパーク制御高速エレベーターのシステム構成

CXシリーズエスカレーター

エスカレーターは,乗り物という性格から信頼性を基軸

にして,機能,性能及び使いやすさか重要視されている｡

これらのニーズに対応するCXシリーズを完成した｡

ここ数年,顧客のニーズに対応してエスカレーターの

省電力化,省スペース化が急速に進められてきた｡最近

では建築インテリアの進歩に呼応するデザインの改良,

屋外設置環境への対応,更には来客の安全性,操作性,

視覚効果など総合的な機能の向上が期待されている｡

今回,屋内設置用の標準系列に特殊用途の屋外式を含

めてフルモデルチェンジし,CXシリーズエスカレーター

として発売した｡このエスカレーターは,使いやすさ,

軽量化及びデザインの一新を主軸にして開発したもので,

次の特長がある｡

(1)システムデザインの展開

乗降時に,ハンドレールを握りやすくした｢グリップ

ライン+,｢スリムハンドレール+など人間工学的な使い

やすさの向上を図る一方,用途別に最適機種を準備した｡

(2)建築メリットの創出

軽量トラス構造の本体枠を開発し,全体で15%(当社従

釆比)の軽量化を図るとともに,

2点支持の階高範囲を6mまで

延長して設置レイアウトの自

由度を高めた｡

(3)オプション仕様の充実

光と色彩を巧みに組み合

わせた｢イメージランプ+

など多彩なオプション仕

様を準備した｡

(関連論文:日立評論 ゼ

第68巻 第6号)

CXシリーズ

エスカレーター

外観
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高速スクロール圧縮機搭載インバータパッケージエアコン

スクロール圧縮機と115Hzインバータを搭載し,省霞九

急速冷暖房,温風除霜などの快適性向上業界一-の薄汚羊こ′

低騒音化を図ったパッケージエアコンを開発した0

空調機の効率評価はEER(Energy Efficiency Ratio)

からAPF(AnnualPerfomanceFactor)に移行し,年間

を通しての省電力化がますます重要になってきている｡

このため,スクロール圧縮機と業界で最高速の115Hzイン

バータを搭載し,APF50%向上を図った天つり形115Hz

インバータシリーズを開発した｡

本機には高速化,広範囲な冷媒流量制御,冷凍サイク

ルの工夫など最新技術が折り込まれている｡こ主な特長を

次に述べる｡(1)高効率スクロール圧縮機,新形伝熱管採

用の熱交換器,電子膨脹弁による最適冷媒流量制御によ

りAPF50%向上(出力3.75kW機,当社一定速従来機比),

(2)外気温度00cでの暖房能力23%向上により立上り時間

の短縮,(3)115Hz運転でホットガスバイパス除霜により

暖房しながら除霜し冷風感を防止,(4)高効率多連フアン

の採用により室内騒音3ホン低減,またユニット高さ寸

法225cmと業界一の薄形化(出力3.75kW機),(5)室内ユ

ニット吹出口にオートルーバ機構を設け室温分布の改善

を行い,また除霜時や暖房立上り時は水刊古はし冷風感

をなくす自動吹分け機能付き,(6)液晶表示リモートコン

トロールスイッチの採拝げ取扱い惟･サービス性の向_l二,

を図った｡

で≡:≡>
一く=≡>

t==二=>

逼

題

インバータパッケージエアコン室内ユニット

(室内ユニット:外形寸法幅し560mmX奥行625mmX高さ225mm)

エアフローセンサ

流れの中に配置した発熱抵抗体の放熱現象を利用してぅ

空気流量を電気信号に変換する自動車エンジンの吸入空気

流量計測用センサを開発した｡

本センサは自動車エンジンの吸入空気量の計測用に開

発されたもので,超小形のセラミックボビンに白金細線

を巻き付けた発熱抵抗体〔ホットワイヤ〕を空気流れの

r一日に配置し,発熱抵抗体の放熱量が空気流量に依存する

現象を利用した空気質着流量センサである｡

構造的には空気流量の一部をバイパス通路に分流し,

バイパス通路に発熱抵抗体と測温抵抗体(コールドワイ

ヤ:空気温度検出用)を配置したのが特徴で,本センサに

は可動部が全くなく,また抵抗体の表面をガラス皮膜で

保護してあるため,耐じん(塵)性,耐バックファイヤ性

に優れている｡また,測温抵抗体は発熱抵抗体と同じ場

所に配置されており,流入空気温度を精密に測定して空

気流量の温度補正を行うので,温度補正用の下段は不要

である｡更に,応答性の優れた発熱抵抗体と同一構造の

測温抵抗体を使用しているので,流入空気の温度変化に

対する追従性も優れている｡

以上のことから,過酷な環境で使用されるエンジンの

吸入空気流量を測定し,高精度にエンジンを制御するの

に最適なセンサと言える｡‾更に,スロットルボデーと一

体化してコンパクトにエンジンルームに設言記することが

できる｡

発熱抵抗体(ホットワイヤ)

0.5mm

バイパス空気通路

主空気通路

FLOW
空気三先量測定用

発熱抵抗体

ハイブリッドIC
モジュール

空気温度測定用

測温抵抗体

岬l申○柵 ▼沖

エアフローセンサの構造
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超高分解能走査形電子 微鏡"s-900”

新素材,ノ(イオテクノロジーの研究開発のニーズにこた

え,表面構造を分子レベルで立体的に観察できる超高分解

能走査形電子顕微鏡S-90ロ形を開発した｡

エレクトロニクス,新素材,バイオテクノロジーを3

本柱とするハイテクノロジー分野の技術高度化には目覚

ましいものがあり,それに伴い超微細韻域での正確な表

面形状観察が要求されてきている｡このニーズにこたえ,

分子レベルの表面形状観察が‾叶能な超高分解能足奄形電

子顕微鏡S-900形を開発した｡

(1)超高分解能化

高輝度冷陰極電界放射形電‾F銃の特長を生かし,高性

能強励磁対物レンズにより収差を大幅に低減した電子光

学系を採用して,超高分解能〔保証分解能0.8nm(二次電

子像)〕を実現した｡

(2)低加速電柱による高忠実度表■向形状観察

高分解能像が常に得られるオプティマムレンズコント

ロールにより,低加速電帖でも高分解能を実現し,絶縁

物試料も無茶着で高忠実度観察が‾Hj`能である｡

(3)試料室の高真空化

ターボ分子ポンプによるドライ排気システムと真空シ

ールのメタルガスケット化によって,試料室の高真雫化
を図り,試料のコンタミネーションを少なくした｡

繁
-8

九小一叫一一lしぺ←→-､一

超高分解能走査形電子顕微鏡"S-900”

L-8500形高速アミノ酸分析計

業界初の3〃mイオン交換樹脂を用いた高速･高感度の

全自動アミノ酸分析計を開発した｡ハード,ソフトとも画

期的な専用装邑ノ(イオテクノロジーなど幅広い活用か期

待される｡

flミ化学分野やI矢薬占占,食占占などの品質管理に広く利用

されているH立のアミノ酸分析計は,今川特に遺伝子/1二

学などバイオテクノロジーや臨床化学の分野にも便利に

用いられるよう,いっそうの高感度化と迅速分析を可能

にし,装いも新たに再登場した｡従来の5ノノmに代えて業界

初の3J〟nイオン交換樹脂を仙､たカラムの開発により,

分析時間は÷に短縮され,タンパク構成アミノ酸30分,
牛体アミノ酸は2時間以内での分析を実現している｡ま

た,自動脈流補正機構を備えた小容量ポンプの開発によ

つてノイズの低減をl刈り,こンヒドリン法で10pmol,蛍

光法では500fmolの検JI-け限を得られるなど,従来製品に

対し3～6倍の高感度分析を達成した｡更に,異なる分

析条件を16種まで連結して分析するリンク機構により,

般通分析条作をサーチできるとか,成分同定ミス判定ミ

ス判定機能を持った専用のデータ処理装置を備えるなど,

数々の特長を持っている｡今後,分析ソフトはますます

充実され,医療用,生物学,生化学,食品,薬品,農業

などより幅広い分野に活用されるよう開発は継続される｡

ー=ヨ取ヨ■

!巴慧

モニタ画面の表示例

■
J子gg㌻ よ

配慧慧

L-8500形高速アミノ酸分析計
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頭腹部血管用二方向透視撮影装置

頭腹部の血管をX線により,同時に直交二万向からの撮

影ができ,かつ直交状態で体軸回りの任意の方向からの撮

貫;を容易に行える×線診断用支持装置を開発した｡

循環器系疾患巾,脳血管疾患は死亡率の上位を占めて

おり,その診断の必要性は増加している｡従来から,詳

細な診断情報を得るために,拡大撮影,拡大立体撮影,

密着立体撮影などの撮影法がルーチン化されており,診

断性能の良い装置が要求されている｡今凹,1台のシス

テムでニ方向同時透視,撮影ができ,操作性の向上を凶

り,システムをコンパクトにすることなどをH的とした,

頭腹部血管二方向透視撮影装置を開発した｡本装置のガ

ントリーはU/Cアーム構造とし,各々のアームに止面及

び側面系のⅩ線管装置と,被検者を狭む形でそれに対向し

て映像装置(イメージインチンシフアイア及びフイルムチ

ェンジャ)を取り付け,被検者を動かすことなくⅩ線ビー

ムを被検者を中心にl叫転できるようにするため,Cアーム

は被検者の体軸回りを,またUアームは体軸(頗足)方向に

凹転させた｡また拡大及び密着撮影を可能にするため,

映像装置及びⅩ線管装置は被検者に対して接近及び退避

できる機構とした｡‾-i三な特長は次のとおりである｡(1)多

方向のアングルからの透視,撮影(教者及び拡大)及び

DSA(DigitalSubtructionAngiography)を川時に,二ん

向から行える｡(2)U/Cアーム構造のため,被検者周りの

空間が広く,術者の操作性が向上している｡(3)透視,撮

影中心が床面から1,060mmと低くなり,カラーテル操作

が容易に行える｡

●
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●
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頭腹部血管用二方向透視撮影装置

一転喝引耶
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■建設省近畿地方建設局加古川大堰管理所

納め堰放流設備制御システム

ゲート天端越流で取水位を確保するとい

う,新しい思想で建設されたせき(堰)の秋

水及び洪水制御に,上流河川流量をベース

に制御する方式を開発した｡せき構内伝送

に我が国で初めて光ケーブルを採用し,卜

分な保護機能を持たせ安全性を強化した｡

■上下水道管路図面情報管理システム

エンジニアリングワークステーション(ES

300シリーズ)に,地図処理ソフトウェアと管

路情報データベースを搭載した｡図面(志
地形図.管路図)や管路情報の効率的管理,

運用が可能で,経済性と使いやすさが特長

である｡

■国分式三言性汚泥処理システムの開発

市町村向けの小規模下水処理システムと

して,新方式のばっ(曝)気制御法による回

分式活性汚泥処理システムを開発した｡従

来のBOD処理に加え,窒素,リンの同時処

理が可能であり,湖沼,河川の富栄養化の

防止に効果がある｡

■周波数論理素子を用いた列車自動制御装

置の開発

従来,列車日勤制御装置の論押回路は,

有接点継電器を用いてフェイルセーフ機能

を持たせていた｡今川開発Lた周波数論神

泉子を応用した装置は,完全無接ノ･ご土でフェ

イルセーフ機能を実現した｡

■車両用スクロールインバータ空調装置

車両用新形クーラとしてスクロール圧縮

機を用いたインバータ内戚形クーラを開発

した｡この特長はスクロール圧縮機による

高効率･低騒音化,インバータの高周波城

運転による小形化及び周波数可変によるソ

フト運転ができることである｡

/一/1

二/一1

■ユニット形氷蓄熱式ヒートポンプ

割安な夜間電力を利朋し,蓄熱槽内に水

を作って蓄熱し,昼間水を解かすことによ

って冷房を行うシステムで,熱源設備容態･

･.;に気の基本梨約料金の節約を閉った設備で

ある｡従来の水蓄熱に比べて氷の群熱利用lに

ょり蓄熱槽容態力潮‡と小形化されている｡

■+-6000形液体クロマトグラフ

1/Jl/minの低流量まで可能なため,ミク

ロ液体クロマトグラフにも使片い】†能である｡

従来と同様,ダブルプランジャによる低脈

流方式を用いているが,学習機能を追加す

ることにより,更に航続を低減している｡

脈流の影響を受けやすいRI検出器や各種電

気的検出器使用時にも支障を牛じない｡
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知 エ学と自律分散制 の鉄

鉄鋼プラント向け計算鰯臓システム冒､フき溺鼓工学と眉

律分散制御を適用し,高度の半り断処理を憶えり信矧隻朗去

張性に優れた新制御システムを開発した｡

1.知識工学の鉄鋼プラントへの適用

知識工学の実用化に伴い,鉄鋼プラント制御への知識

工学の適用を進めている｡鉄鋼プラントの操業や保守で

の専門家の知識(ノウハウ)を制御システム内の知識ベー

スに取り込み,追加変更を容易に行えるようにした｡ま

た,高速推論機構を開発し,知識処理による高度な判断

機能を持つ実時間制御を実現した｡以下に主な適用分野

を示す｡

(1)鋼片精整ラインの手入れ搬送指令システム

(2)加熱炉燃焼制御システム

(3)高炉制御システム

(4)圧延機油圧庄下装置故障診断システム

(5)原料ヤード スケジューリングシステム

下図に知識ベースの編集画面を示す｡

2.自律分散システムの鉄鋼プラントへの適用

大規模な鉄鋼プラントのプロセスコンピュータシステ

ムで,ハード及びソフトの増改造の際,システムを長時

間停止させることなく対処可能な新しいアーキテクチャ

を開発し,圧延ラインシステムを中心に適用している｡

主な特徴を次に述べる｡

(1)各設備単位に独立な計算機を持ち,該当設備の制御

に必要な情報を格納するファイル装置と,制御の手足と

して必要な入出力装置群を持っており,それぞれネット

ワークによって接続された機能分散構成となっている｡

プラントへの適用

(2)各々の計算機には新開発の自律分散システム用オペ

レーティングシステムであるACP(AutonormousControI

Processor)が使用されており,各設備ごとに必要な情報

はこのACPがデータフィールドと呼ばれる機能コード通

信ネットワークから取り込んでアプリケーションプログ

ラムに引き渡すまでのサポートを行っている｡また一方,

各アプリケーションプログラムで生成されたデータは,

ACPがデータフィールドヘ送出しており,このデータフ

ィールド上に接続されたどのACP下のプログラムも,こ

れを利用できるようになっている｡

(3)各人出力装置群も同様にACPを内蔵したⅠ/0コント

ローラに接続されており,該当Ⅰ/0に必要な情報をデータ

フィールド上から取り込み,該当Ⅰ/0に所定のフォーマッ

トでアクセスするまでの機能を持たせている｡

新アーキテクチャによるシステム構成

制御情報統括

管理システム

入出力装置
(け0)群

け0

コントローラ

恥/25 〉90/25

プログラム プログラム

開発システム 開発端末群

〉gO/25

データ

フィールド

〉恥/25

/0群

(PL仙CRT,丁/Wなと)

圧延ライン1

VgO/25 V90/2ち

圧延ライン2 構整ライン1
システム システム システム

〉90ノ2 〉g8/25

楕整ライン2 精整ライン3
システム システム

l/0
コントローラ

注:二こで図の上敷ま中央計算機群を,下部はプラント計算機群を示す｡

取
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r
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r

r

r

r

r

r

r

r

r

r
モ
ス
何

知鼓溝造の欝集
どうしますか?
1:リスト 2:<文脈名> q:終了

ス桝
御
‥

鵬
棚
卸
鰍

畑
地
制

独立変数決定モ…ド

データ形式:∨∂｢mU叫18■nfered
借域:(時間分割)
初期値:

知識ベース

忘壷チ猥品ar芸崩】e空音浣珪那)
初椒値:

基準炉温

還壷亨習急呈竺n【queinfe｢ed
初期値:

頚㌫ニ
穫魚

デ≠タ形式:varu[【qUedat∂menU

傾城:(低炭素鋲 高炭特殊綿 珪素鯛 ステンレス錦)
初期値:

所属炉箱
データ形式:varmu【t】Pledatam即〕

値域:(兼1帯 帯2帯 箭3帯 簾4帯 第2/3/4帯 顎2/3帯 第2/3
/41帯)
初斯値:

■

圏 ‾B[亘∃
▲A

匡司 ‾B【亘司 ‾0

巨∃ ¶B

団 ‾F

匡司 ‾C

巨頭垂]▲D

匝司 て

ーH

し(泊dW aaok X30

gAdd98008esegl
馳g仙m=1

X30 Y50 Vゾ8とX30 Y50 Vゾ850 H900 S8gAdd98006

S8gl
iwFS X30 Y50 W850 H抑
Textx41丁8XtY894 TexIW820 Te¥tH

T㊦×tXO41TextYO894 丁(きXtXL841T¢X【
YL80 TextM c
*♯事***書******事

Y50 W850 H900 S8

H900 S8gAdd98006e

自律分散システム

自律分散システムを鉄鋼の

圧延ラインシステム計算機

制御システムへ適用した例

を示す8 複数ライン独立に

制御用計算機を配置し,ト

ータルシステムのハード,

ソフト増改造を容易とし,

かつ高信頼化した｡

加熱炉燃焼制御の知識ベース編集画面

漢字入力可能なマルチウインドウシステ

ムにより,知識ベースが容易に構築できる｡
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株式会社中山製鋼所納め 5,000kW交流可変速ドライブシステム

圧延製品の高品質化と歩留まり向上にこたえるため,全

ディジタル制御式圧延主機用5-000kW交流可変速ドライブ

システムを完成し,所期の性能を確認した｡

圧延主機に交流可変速ドライブシステムを導入するね

らいは,圧延製品の高品質化と歩留まり向上,メンテナ

ンスフリー･省エネルギー化である｡従来の直流機ドラ

イブシステムは,電動機の整流条件により性能向上に制

約があり,ブラシなどの保守が必要である｡これに対し,

交流可変速ドライブシステムでは,整流条件による制約

がないため,また高速ディジタルコントローラなどのマ

イクロエレクトロニクスの進歩による現代制御理論等の

適用など,制御性能の著しい高性能化が可能である｡

今回製作した5,000kW交流可変速ドライブシステムは,

三相かご形誘導電動機,72アーム無循環サイクロコンバ

ータ及び全ディジタル式制御装置などから構成されてい

る｡主要機器の仕様を表に示す｡また,これらの機器は

日立製作所の実績を十分に踏まえ,かつ数々の新技術を

駆使したものである｡主な特長を以下に述べる｡

(1)電動機

(a)シズテムの電源容量が最小となるように,極力漏

れインピーダンスの小さい電動機とした｡

(b)圧延機駆動特有の大トルクで,かつ頻繁な負荷変

動に耐えられるように,直流電動機と同等以上の棟械

耐力の高い構造とした｡

妙空ゝ

/i

⊥_ぶて兇

5′000kW可変速電動機駆動サイクロンコンバータシステムの外観

これらの構造については有限要素法による応力解析を

行い,信頼性の確保を図った｡

(2)サイクロコンバータ

(a)コンバータを非対称制御することにより,力率改

善を図った｡

(b)サイリスタのアノード～カソード間電圧を検出す

ることによって,高速かつ確実な切換方式とし,トル

クリプルの低減を図った｡また,盤の信頼性向上とコ

ンパクト化のため,光による電圧検出方式とした｡

(C)高耐圧下に留意し,絶縁強化と盤のコンパクト化

を図った｡

(3)制御装置

(a)励磁電流成分とトルク電流成分を非干渉化したベ

クトル制御技術を採用した｡

(b)状態オブザーバを用いて,機械側のセンサレスで

軸振動を抑制する軸振動抑制方式を採用した｡

(C)速度精度向上のための速度検出器として,パルス

信号と正弦波信号を組み合わせて,極低速から高速領

域まで高精度な検出が可能なサインコーダを開発した｡

以上は,高速演算処理が可能となるマルチプロセッサ

構成及びコプロセッサとしてシグナルプロセッサの採用

によって達成した｡

以上の特長を持つ大容量交流可変速ドライブシステム

で試圧延も無事完了し,所期の性能を満足することを確

認した｡

表 交;充可変速ドライブシステムの

主な仕様

盛∴ 呼称

乙

か知
､璧ゝ

ク ー■

驚･

項 目 仕 様

電 動 機

形 式
全閉クーラマウント方式

かご形誘導電動機

出 力 5′000kW

回転速度 60/120｢Pm

定 格電圧 2.700/2′780V

過 負 荷
常用最大:225/200%l分

非常最大:275/250%l分

サイタロコンバータ

形 式 72アーム無手盾環電涜方式

客 土 6′270kVA

電 圧 長大3′450V

高遠ディジタル

制御装置

速度制御精度 ±0.Ol%

速度制御範囲 ll′000

速度応答性 ≧ぴ｢=40rad./s

オブサーバ制御 適用可能
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高性能スチッケルミルを可能とした"HC-MILL”

HC-MILLの優れた高精度形状制御及び高圧下率圧延

機能をステツケルミルに適用し,高歩留まりで高品質製品

の熟間帯板圧延か実現された｡

スペイン国ACERINOX社向けの25方t/年の熱闘ステ

ンレス鋼帯板用の1,600mm幅スチッケルミル圧延設備

が,昭和61年初めに営業運転に入った｡本設備は,加熱

炉前後機器,粗圧延機1基,可逆式仕上圧延機及びその

前後の保熟炉内巻取機,搬送テーブル,製品巻取機など

から構成されている｡日立製作所は,この全システムを

納入した｡

本設備で注目を集めているのが連続式熟間圧延設備で,

実剛ヒされたHC-MILL(HighCrownControltMill)を

惣さ

表題

稲
頂

＼､

晦

､発

`小㌦ゎがh′､窟

車瀬付
議il
▼麓■ヽ!

HC-MILL採用のステンレス鋼帯板用ステッケルミル圧延設備

可逆式仕上圧延棟に初採用したことである｡その主な特

長を以下に述べる｡

(1)中間ロール移動による板形状の安定圧延機能は,高

圧下率圧延と高速度圧延を実現し,その結果,可逆圧延

に特有な板先後端の温度低下の最小限化と,薄板(2.5

mm)の安定圧延及び板厚精度と板形状の高品質化及び歩

留まり向上を可能とした｡

(2)作業ロールのサイクリックな移動により,ロール摩

耗が平滑化されて板表面の異常突起を防止し,同一幅圧

延量の拡大及び板幅の圧延順序(逆転を含む)を自由化す

ることを可能とした｡

以上の特色により,小規模生産設備への適用拡大が期

待され,更に欧州向けに1基設計製作中である｡

主立表
掛-･ぷJ}■∨`

一h-′署夏転㌔写;
農i一丁ぅi 芸㌘
可L真一娼腔ユモー芳名.

招

だ致ぺ〟

発
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ディジタル計装システム｢ユニトロールEX暮1000+シリーズ

新しい分散形ディジタル計装システム｢ユニトロール

EX-1000+シリーズは,使いやすいマンマシンシステム,

高機能で信頼性の高いコントローラ,柔軟な拡張性を特長

とする｡

昭和61年10月,新しい分散形ディジタル計装システム

｢ユニトロールEX-1000+シリーズを発表した｡従来の∑シ

リーズ,EXシリーズで培った経験を踏まえて,近年のマ

イクロコンピュータ技術を結集した,最新鋭のディジタ

ル計装システムである｡広い産業分野で,トータルFAシ

ステムの中核として,使用してもらえることができる｡

EX-1000シリーズの特長は下記のとおりである｡

(1)強力なマンマシンシステム 高精細,高速表示のハ

ードウェアと,一段と使いやすさを向上したソフトウェ

アパッケージにより,オペレーション機能を強化した｡

また,統合オペレーションという新しい概念の導入によ

り,すべての機器をソフトウェアの作成から運転操作ま

で,統一した思想と方法で取り扱うことができる｡

(2)高性能なコントローラ 高性能のマイクロコンピュ

ータにより,高速化を図るとともに,高信頼化を実現し

た｡また,全二重化構成による高信頼化も可能である｡

(3)小規模から中･大規模システムまでの一貫性と拡張

性 小規模システム向けに,卓上形コンソールを用意し

ている｡/ト規模から大規模システムまで,同一のソフト

ウェアと運転操作法で使用してもらうことができる｡

も一〟 も

粥.

｢ユニトロールEX-1000+シリーズのオペレークコンソール

20in高精細,高速表示装置と専用ソフトウェアパッケージによ

り,高水準のCRTオペレーションが実現できる｡

高機能PC(プログラマブルコントローラ)"HIZACH”シリーズ

mシステム対応,使いやすさと取扱い性の向上及び

世界最小の寸法を追求した新形PCを製品化した｡

はん(汎)用PCにはFAシステム対応力の充実,使いやす

さと取扱い件の向上,そして小形化が求められている｡

新形PCとして,｢通信機能モジュール及び各種モジュール

の品ぞろえ+,｢4言語プログラミングに対ん』する周辺機

器+及び｢世界最小の取付面積+を実現したHIZAC Hシ

リーズを製品化した｡

(1)凹路のゲートアレー化,高集積技術によるモジュー

ルの小形化を行い,世界最小の取付面横を実現した｡

(2)命令語,ラダー,フローチャート,BASICの4種類

の言語でプログラミングが可能である｡

(3)プラズマディスプレイ採用の表示部一体形のコンソ

ールをはじめとする3種類の周辺機器は,Hシリーズ全機
種共用で,数式表現の算術演算などにより使いやすさを

向上した｡

(4)最大64台のCPUリンク,更にリモートⅠ/0の組み合わ

せで最大1,920局のネットワーク構築が可能となり,容易

に階層,分散制御が実現できる｡

(5)特殊機能モジュール7タイプ,通信機能モジュール

9タイプをそろえ多様なFAニーズに対応可能である｡

∵
一
■

⊥

句
･
〟

卜iL

_

‾‾

∋

i_

壷盲

:■こ

プログラマブルコントローラ"川ZAC H”シリーズ
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"HFC-VWG2･VWB2”インバータシリーズ

機能,性能を向上したはん(汎)用イン八一タ"HFC-

VWG2”シリーズと小形･軽量･低価格化を実現した

"HFC-VWB2”シリーズを製品化し,機種を拡大した｡

インバータによるはん用電動機駆動は,従来からある

機械式変速機,電磁継手式電動機,更には直流電動機な

どの可変速駆動方式に対し置き換えられるが,特に工作

機械用途向けとしてVWG2(写真)を,また用途を限定し

て経済性を重視した機器組込み用インバータとしてVWB

2をシリーズ化した｡

主な特長は次のとおりである｡

t.HFC一VWG2シリーズ(l.5～5.5kVA)

(1)先のVWGlシリーズについて更に200V級5.5kVAま

で大幅な小形化を図った｡最高周波数は240Hzで,工作機

主軸電動機などの高速電動機の駆動も可能である｡

(2)始動トルク100%以上,制動トルク70%以上を持ち,

高頻度運転,急加減速運転に使用できる｡

(3)定トルクモートル｢ⅠⅩシリーズ+と組み合わせれば

6～60Hzで100%定トルク連続運転が可能である｡

2.HFC-VWB2シリーズ(=くVA,1.5kVA)

(1)相手機械に組み込め,また盤内収納が容易なB5並み

サイズ〔幅200×奥行100以下×高さ270(mm)(1kVA)〕｡

(2)4段変速運転が可能である｡外部からの周波数設定

と内蔵している周波数設定(3段個別設定)を外部指令に

より選択でき,最大4段の変速パターン運転が可能であ

る｡

一物戎診

HFC-VWG22.5kVAインバーク

夢
l

Fi

単段オイルフリースクリュー形真空ポンプ

半導体,電子関連産業の喜空排気系用に,大気圧から

10‾二与Torrレベルまで作動する単段オイルフリースクリュ

ー形真空ポンプを世界に先馬区けて開発した｡

近年,半導体,電子関連産業を中心とする先端技術分

野では,真空装置が不可欠なものとなっている｡これら

の真空排気系に粗引き用として広く用いられている油回

転ポンプは,油分が真空槽へ逆拡散し製品の歩留まりを

低下させたり,油のメンテナンスに多大の費用を要する

などの問題があり,特に半導体の分野では,オイルフリ

ー粗引き真空ポンプの開発が強く望まれていた｡本機は

そのニーズに対応して開発したものである｡熟変形を考

慮して最適ギャップを保ちながら運転できる真空ポンプ

用オイルフリースクリユーロータ(特許出願中)を採用し

単段で大気圧から10‾3Torrレベルまで作動することが可

能である｡本棟の主な特長は以下のとおりである｡

(1)オイルフリーでクリーンな排気系を構成することが

可能である｡

(2)単段で大気圧より10‾3Torrレベルの到達圧力を実現

することができる｡

(3)長時間の省メンテナンス運転が可能である｡

(4)単段機のため,コンパクトなユニット設計となって

いる｡

(5)回転形のため低振動である｡

上述したスクリュー形真空ポンプのほかにも粗引き用

兵空ポンプとして,ターボ形オイルフリー粗引き真空ポ

ンプや水封式真空ポンプ(商品名:真空ブロワ)の開発も

併せ完了した｡
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大容量イオンビーム加工装置

従来の数十倍の容量を持つイオン源を開発し,微細カロ工

を行うミリンク装置,及び表面改質あるいは新素材の合成

を行うミキシンク装置を完成した｡

日立製作所では,核融合のプラズマ加熱用中性粒子入

射装置を応用して開発した,大口径･大容量のイオン源

を適用したイオンビーム加工装置を完成した｡

イオンビームの運動エネルギーを利用して,基板表面

に高精度の超微細加工を行うミリング装置は,ビームの

平行性など従来にない優れた性能を持ち,16枚の基板を

同時に処理できる世界最大の量産機から,1枚処理の実

験機まで完成し,昭和61年度から納入を開始した｡

金属の蒸着とイオン注入を同時に行って,母材表面に

強固な改質層を形成するミキシング装置は,次世代の材

料技術として各界から注目されており,昭和59年から実

験機を納入している｡写真に示す装置は,バッチ式量産

機開発の試みとして,試料の取付け,取外しのための予

備兵空室を備えたセミロードロック方式としたもので,

処理効率及び成膜特性の向上を実現している｡

イオンビームミキシング装置は,大阪工業試験所をは

じめとして,新素材のプロセス開発に活用されており,

更に新しい応用が展開するものと期待されている｡
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大容量イオンビームミキシング装置 従来の数十倍の容量を

持つイオン源を適用した,セミロードロック方式のイオンビー

ムミキシング装置｡

FICマウンタ

FIC(フラットパッケージIC)を高精度に搭載するため,

視覚認言哉装置を備えたFICマウンタを開発し,0.65ピッ

チ,10ロビンのFICの搭載を可能とした｡

電子部品の自動実装組立はプリント配線基板への挿入

実装から面付実装へ移行している｡今回,多ピン狭間ピ

ッチのFICを高精度に搭載するFICマウンタを開発し実用

に供した｡本装置は次の特長を持っている｡

(1)視覚センサを装備し,基板のパターンずれと部品の

吸着ずれを検出し,位置ずれを修正することによって0.65

ピッチ,100ピンのFICを搭載できる｡

(2)部品はスティック,テープ,トレイによる供給が可

能で,SOP,PLCC,FPP,MSPと多彩な面付部品を搭

載できる｡

(3)部品別作業データ,稼動時間累計など生産管理デー

タの集計表示を行うほか,プログラム編集機能を装備し

ている｡
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視覚認識装置を備えたFICマウンタ
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超微 電子線描画装

新形のTi■Wフィールド工ミッション電子銃を用いて,

最小線幅か0.1/ノmの図形を描画できる,超微細電子線描画

装置を開発した｡

半導体集積回路の微細化,高集積化に伴い,Ⅹ線マスク

用描画装置あるいは超微細デバイス用直描装置として0.1

〟mレベルの線幅が安定･高精度に,かつ比較的高速度に

描画可能な装置の要求が高まってきた｡このような市場

ニーズに対応し,新方式の超微細パターン専用電子線描

画装置を開発した｡主な特徴を以下に述べる｡

(1)輝度が高く,大電流が安定に取れる新形Ti/Wフィー

ルドエミッション電子銃の採用｡

1丁折
腰～寸
仙_▲+_.

粛特写

同

去･≠

(2)一組みの電磁偏向と二組みの静電偏向から成る3段

の偏向系を採用し,最終的にはパターンデータを台形を基

本とする図形に分解し,基本図内は10nsのショットサイク

ルで塗りつぶしを行う新方式のデータ制御系と偏向系｡

このような新技術を従来から積み重ねた可変成形ビー

ム方式の描画装置技術と組み合わせることにより,最小

線幅0.1J`m以下,4inクェーハでの描画速度1時間当たり

1枚を達成している｡

本装置の出現によって,Si半導体デバイスだけに限らず

GaAsデバイスや光素子などの新たな応用分野が開かれる

と期待される｡
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超微細電子ビーム描画装置

レーザ式マイクロインジェクタ

バイオテクノロジーの中心的な技術である遺伝子移入を,

レーザを用いて行うマイクロインジ工クタを製品化した｡

外来の遺伝子を細胞に移入する技術は,有用生成物の

生産や生体のメカニズムの解明を行おうとするニューバ

イオテクノロジーに不可欠な技術である｡

この遺伝子移入の方法として,従来,細胞を

化学的に処理して遺伝子を移入する方法(リン

酸カルシウム法)や,顕微鏡でのぞきながら微

細針を使って遺伝子を移入する方法などが採

用されていたが,移入した遺伝子の形質の

発現効率や振作性の点に問題があった｡

そこで,こうした問題を解決す

るものとして,理化学研究所から

レーザを用いた遺伝子移入の新技

術を導入し,レーザ式マイクロイ

ンジュクタとして製品化した｡

レーザ式マイクロインジェクタ

息

酵泣

装置の特長としては,(1)テレビジョンモニタ,ライト

ペンによる操作により,高度な技術や熟練を要せず操作

が容易である,(2)毎分600個までの高速処理が可能であ

る,(3)培養細胞への損傷が少なく,遺伝子によって決定

される形質の発現効率を高めることができる(リン酸カル

シウム法の1,000倍),(4)レーザ入射の位置,深さ,強度,

スポットサイズなどが調節可能であるなどが挙げられ,

各種の細胞への遺伝子移入に適用が期待される｡
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統合形トータルFAシステム

最近のFAシステムのFA PA EA OAの統合化ニーズ

にこたえてHIDIC,ワークステーションなどで構成される

統合形トータルmシステムを開発した｡

最近の産業界では,ますます多様化するニーズへの即

応,市場競争力強化が必要となってきており,FA

(FactoryAutomation)システムについても従来からの製

造システムを中心としたFA,PA(ProcessAutomation)

単独のものから情報システムとの結合強化を図ったFA/

PA/EA(Engineering Automation)/OA(Office

Automation)統合形のCIM指向トータルFAシステムが望

まれるようになってきている｡

これらのニーズに対応して統合形トータルFAシステム

を開発した｡図にシステム構成を示すが,HIDIC V90/Ⅹ

5シリーズを中心に,エンジニアリングワークステーショ

ン,OA用ワークステーション,ディジタル計装などをFA

用LANで統合化したものである｡

工場管理システムはUNIX※採用により情報処理機能を

強化した｡また知識処理ソフトEUREKAをEWSに搭載す

ることにより,プロセス診断などの高度なニーズを簡単

に吸収できる｡一方リアルタイム制御に強いV90/Ⅹ5や他

のコンポーネントも備えており,幅広いFAのニーズに対

応できる｡

※)UNIXは,米国ATTベル研究所で作られたOSの名称である｡

情報管理ホスト

エ場管理

はん(汎)用計事鼓
HITA(州/し

ん

pwsHv9蒜1

EA

FA用LANl上∑Netwo｢k

V90/X5
SCO

ディジ

タル計装

(EXシステム)

V90/×5

S輔ご
2 田H-1P
＼.................___ノ〕

PC 画像処理

PA FA(FMS)

注:略語説明

V90/Xら

S頚
2

W/S

(三;払)

(B号呂ヲ2×)

〕

+_竺_J
〕

物流FA 現場OA

PWS(Programming Work Station)
EWS(Engineeri咽WorkStation)

SCC(S]PerVisory Computer Control)

W/S(WorkStation)
PC(Programmable Controller)

統合形トータルFAシステム構成 HIDICを中心とし,OA,

EA,PA,FAの機能をFA用LANで統合化したトータルFAシ

ステムである｡

インテリジェントバレタイジングシステム

一定寸法の外装箱内に多種の異寸法貨物を効率よく積み

込むための積付け計画支援計算機システムと,異寸法買物

の把持積載が可能なバレタイズ用ロボットを開発した｡

各業種の流通部門では輸送費低減のために,寸法の異

なる製品を効率よく積載したいという要求がある｡特に,

多品種混合生産である自動車業界では,横付け充てん効

率の向上と作業の高速化が急務である｡今回,日産自動

車珠式会社にノックダウン部品の自動外装ライン設備と

して納入したインテリジェント バレタイジングシステム

は次のような特長を持っている｡その概要を図に示す｡

(1)生産に先立ち,幾種類かの外装箱へ多種多数の部品

貨物の最適な横付け計画を作成できる｡

(2)(1)項の配置データから,自動横付けに必要なロボッ

トの動作データを自動作成できる｡

(3)決定した生産計画順序に従い,上流側のマーシャリ

ング装置から異寸法の貨物を自動出庫して,バレタイズ

用ロボットで自動積載できる｡

従来,限界を認識されながらも依存せざるをえなかっ

た人手作業も,本システムによって大幅な自動化が図ら

れた｡ (関係論文:目立評論 第68巻10号)

､.～/

く慨喝低能〉

】.チータ入出力

2.格付計画支援

3.畿器制御チータの作成

｢

電源AClOOV

バレクイズ用ロホ･ソ

次工程へ

段ボール箱搬送コンベヤ

バーコードリー

段ボール箱出庫コンペヤ

ダ//

/

首:

＼

マーシルグ装置/

電′原

ACIDOV

く概略横言巨〉

し データ入出力

2.ライン制御

3.マーシャリング制御

4.バレタイジングロホット制御

RS-232C

(局内通信用ケーフル)

さ毒二手羊二し_､
ト

圭]マ‾シャリンク

装荘

レ

d

卜｢蒜

長音ポール箱投入

インテリジ工ント バレタイジングシステム 最適の横付け配

置を計算機上で決定できる横付計画支援システムと,その積付

け配置どおりに貨物を積載することのできる設備を持つバレタ

イジングシステムを示す｡
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プラント総合ディジタル計装システム"川ACS-P”

生産管理用コンピュータ,プロセスコンピュータとの階

層化構成によるトータルm化対応のプラント総合ディジ

タル計装システムを開発した｡

プロセス業界では,多品種少量生産への柔軟的対応,

受注情報･操業度･生産管理情報など経営管理との総合

化を図るトータルFA化が最近の課題となっている｡

HIACS-Pは,この背景を踏まえて開発したシステムで,

階層的トータルFAの合理的構築及び計装に加え高速と信

頼性を要求する電気制御を可能にするなど,トータルFA

指向をねらいとしている｡

PCU(プロセスコントロールユニット),CV-NET(通

信路),POC(コンソール),GW(ゲートウェイ)及びACU

(高機能コントロールユニット)を主構成とし,統一した

メンテナビリテイ,容易なビルダ機能,上位計算機との

機能分散及びソフトアーキテクチャの一貫性を追求した

システムである｡

主な特長は,下記のとおりである｡

(1)上位管理システムと結合することにより,制御から

生産管理･経営管理へとトータルFA化を実現した｡

(2)高速･高信頼シーケンサを接続することにより,計

装･電気制御の統括監視制御を実現した｡

(3)計算機,入出力装置,電源,通信回線などの二重化

により,高信頼システムを実現した｡
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システム HIACS-P10

エアプラズマ切断機

プラズマガスに圧縮空気を用いることにより,簡単かつ

経済的にあらゆる金属を切断できる軽邑 小形のインノト

タ制御式エアプラズマ切断機を開発した｡

手軽で,経済的な金属切断作業のニーズに対応したイ

ンバータ制御･エアプラズマ切断機シリーズ2機種を開

発,製品化した｡本機は,従来のガス切断に比べて,(1)

圧縮空気をプラズマガスとして用いているため,特殊な

ガスが不要なこと,(2)細く絞り込まれたプラズマアーク

により,薄板の切断でも熟ひずみがほとんど発生しない

こと,(3)切断前の予熱が不要なこと,(4)軟鋼ばかりでな

く金属全般について切断可能なことなどの点も含め,ラ

ンニングコストも約50%低減でき,経済的な金属切断作

業が可能となった｡また,インバータ制御の採用により,

超軽量でコンパクトな構造となっている｡

同シリーズ2機種は,重量18kgの可搬形で,切断能力

0.1～12mmの薄板用Pし30形と,パイロットアーク機能

付きで自動切断に適し,切断能力も0.1-25mm,更には

ユニークな取っ手やキャスタ付き構造の中厚板用PLP-

50形となっている(切断能力は軟鋼の場合を示す)｡

インバータ制御式エア

プラズマ切断機

逆
遼
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■現代制御理論を用いた圧延機用電動機制御

タンデム圧延機の板厚精度向上に不可欠

な駆動系の速度応答を,オブザーバ理論と

最適制御理論の適用により,軸ねじり振動

が問題となる機械系で,従来の2.8倍に向上

させた｡

■ステツケルミル制御の近代化

情報化時代に適応したCRT化デスクや光

応用伝送技術を駆使した新庄延制御システ

ムを開発し,スチッケルミルの近代化に適

用し成功した｡圧延ラインがすべて自動化

され,ワンマンオペレーション化を実現し

た｡

■大容量同期電動機の可変速制御化

高精度のディジタル制御を用いた大形同

期電動機用サイリスタ可変電源を開発した｡

これをフアン駆動用(5,700kW)に適用した

結果,要求風量に応じた最適な回転数と力

率が得られ,顕著な省エネルギー効果を達

成した｡

■プロセシングラインの運転デスクの近代化

省力化,操作性向上を目的とし,CRT化

デスクを採用した｡これにより,設定,表

示機能の集約とライン監視機能の大幅向上

とを同時に実現させ,省スペース(従来比‡
以下),ワンマンオペレーションを可能とし

た｡

■圧力スイング吸着による酸素濃縮技術

製鉄業界及び電力業界での低コスト酸素

に対する要求にこたえるため,圧力スイン

グ吸着法の開発を行い,ベンチスケールで

酸素濃度60～90%での電力原単位0.3

kWh/Nm302を達成した｡今後は,大形化技

術について検討する｡

■欧州向けフイルム用ポリエステル連続重

合プラントの完成

欧州(ベルギー)向けにフルターンキーで

完成させたフイルム素材用として初の連続

重合プラントである｡特に,製品品質,生

産効率向上に重点をおき,日立製作所のポ

リエステルプラントに対する豊富な経験を

生かして完成した｡

■整流補償装置付き大容量直流機

圧延機用主機の可変速範囲拡大と高速化

に対応できる整流補償装置付き高性能直流

電動機を開発した｡本方式は,電流と回転

速度に応じて整流補償量を常に最適に制御

できる構成とし,性能向上と保守の容易化

を可能にしている｡

■高速モートルシリーズ拡大と高周波イン

バータシリーズの完成

工作機械などの高速化及び多機能化に対

応し,従来のビルトインタイプ主体のシリ

ーズに加え,コンパクトなわく付きモート

ルを製品化した｡グリース潤滑による1万

2,000rpm,0.4-3.7kWシリーズと低速域

で高トルクを出す1万4,400rpm,0.2-

0.75kWシリーズでアルミフレームを採用

し,低温度上昇･小形軽量を図った｡また,

高速モートルの標準駆動電源として,高周

波インバータ2.5kVA,5.5kVA,11kVAの

シリーズを完成した｡チョッパ方式のPAM

制御方式で,最高5,000Hz,60種のⅤ/Fが得

られ,機械特性にマッチした幅広い運転機

能を持っている｡

■プログラマブルコントローラl`HISEC

OヰーM”シリーズの完成

シリーズはH-04-M/DG,D,L,Fの4

機種から成り,ネットワーク･入出力装置･

基本ハードウェアの共通化により,幅広い

制御分野に対応するとともに,システム拡

張性･保守性の向上を図った｡

■小形無人搬送台車

100kg以下の軽量物搬送を自動化する高

機能･軽量コンパクトタイプの小形無人搬

送車を完成した｡イメージセンサを採用し,

優れた画像処理･予測制御により,直進性,

停止精度が大幅に向上した｡

■ACサーボシステム

ACサーボシステムの周辺機器として,ポ

ジションコントロールユニット(PUlOIA),

データ設定券,現在値表示器をシリーズに

加え,機種の充実を図った｡特に,PUlOI

Aは下記の特長を持っている｡

(1)豊富なパルス列人力

正逆パルス入力,パルス列人力と正逆信

号,ラインドライバ及びオープンコレクタ

入力も可能である｡

(2)同期運転も可能である｡

■電磁超音波肉厚計測装置

電磁(非接触)超音波計測は,従来の接触

式計測に比べて使用上の簡便さだけでなく,

高温材,高速搬送材の計測が可能である｡

本装置は,水冷式プローブと高効率電磁石

の採用で,シームレスパイプの熱闘肉厚計

測を実現した｡

■7.2-2ヰkV新形∨シリtズ真空遮断器

小形･高性能な,新形Ⅴシリーズを完成し

た｡真空バルブは,組立ろう付けと排気を

高真空炉で同時に行うことによって,信頼

性の向上を図った｡また,操作器は電動ば

ね操作方式によって,操作電源設備の小容

量化を図った｡

■志顕熟ユニット

近年,電子機器は高密度化し,冷却装置

が必要不可欠である｡本製品は日本電信電

話株式会社の仕様にも合った顕熟比1.0の

ドレンレス冷却装置で,出力3.75kW相当の

スクロール圧縮機をインバータ制御する高

効率空調棟である｡

■高速形FPPハンドラ

半導体の製造で,ICの良否を自動的に選

別することは重要である｡本高速形FPP

(FlatPlasticPackage)ハンドラはテスタ

に結合し,ICを高速(1.0秒/個)で良品,不

良品に分類収納でき,生産性の向上に寄与

することができる｡
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■RA-1馴VLIIi線輪小投影露光装置

本露光装置は,NAO.42の吉縮小レンズを
搭載したi線(水銀スペクトルの365nm)ス

テッパであり,0.6JJmのパターンを解像で

きる｡4M,16MDRAMなど次期VLSI用

露光装置として開発し,更に‡形量産機に
展開する｡

■電子部晶用超精密洗浄装置

電子部品の微細化による高清浄化のニー

ズにこたえ,WET&DRYの新プロセス方

式を採用した超精密洗浄装置を開発した｡

汚染状態に応じ,洗浄条件が自在に制御で

きるシステム品であり,高清浄化による生

産性向上が図れる｡
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